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【はじめに】 

 小学校や中学校での「くすり教育」が開始され
た。また、医薬品医療機器等法第1条の6では国
民に医薬品の適正使用と有効性及び安全性に
関する知識と理解を深めるよう求めている。これ
らは、薬剤師の重大な責務の一つとして国民に
対する薬教育があることを示すものである。 

 薬剤師による教育の一貫として演者らが行っ
た中学生へのおくすり教育後のアンケートから、
その効果及び医薬品についてどのような興味を
持ったかを調査し解析を行った。 



【実施方法】 
実施日   ：平成28年6月10日 

実施施設：佐倉市立臼井西中学校 

対象者  ：３年生121人 

実施内容：薬害と副作用・正しい薬の使い方・ア
ンチドーピング・ 規制薬物・特定保
健用食品、健康食品・地域の医療資
源 

実施時間：６０分間１コマ 

アンケート調査：くすりの適正使用協議会の示す
様式を使用 



【講演内容】 

学校薬剤師に求められている学習要項 

  保健・医療機関や医薬品の有効利用 

   保健所や保健センターの役割（公衆衛生） 

   医薬品の主作用、副作用、用法用量、薬
剤師への相談、サプリメントや特保につい
て理解する 

伝えたかったため追加した内容 

   アンチドーピング、危険ドラッグ、薬害と副
作用の違いを理解する 



使用スライドの一部の紹介 

色々な薬 



興味を示した内容 

 ドーピングについて 



興味を示した内容 

 規制薬物について 



アンケート用紙 



アンケート結果 
回収数 121人（100％） 

講義の理解度 

よく理解できた 理解できた 普通 あまり理解で
きなかった 

全く理解で
きなかった 

48人（40％） 55人（45％） 16人（13％） 1人（１％） １人（１％） 

医薬品使用時の参考となるか 

大変参考になる まあ参考になる 参考にならない 

91人（75％） 20人（25％） 0人（0％） 

講演内容を他者に伝えるか 

伝えると思う 伝えないと思う 

95人（79％） 16人（21％） 



アンケート結果 



中学生へのお薬教育の波及効果 



「興味深かった」 
と回答があった内容 

ドーピングについて 

薬害と副作用の違い 

カフェインの過剰摂取 

サプリメント 

エナジードリンク 

薬が開発されるまでの機関と金額 

 



「もっと詳しく知りたい」 
と回答があった項目 

薬について 
副作用、味（どうして苦い）、麦茶で飲んでよいか、
開発費用の拠出先、臨床試験の報酬、予防接種の
アレルギー対応、服用中止のタイミング、ケトプロフ
ェン使用時、使用後の注意事項 

健康食品 エナジードリンクの効果 

ドーピングについて 

 TUE 、 WADA 、血液ドーピング、尿検査陽性になる

服用タイミング 

タバコ なぜやめられないか 

小児の年齢 年度か誕生日か 



１ 講演内容・表現と理解度 
 85%の生徒の理解が得られたことから、今
回の講演に効果があったことが示された。 

 これは、内容は広範囲であったが理解を促
すために、画像を多くし、トピックスを多く取り
入れるなどの工夫によるものと考えられる。 

 しかし、理解度が「ふつう」または「理解でき
なかった」生徒が15％いた。その原因が講義
の内容や表現に難解な部分や興味を引かな
かったのであれば、さらなる工夫が必要であ
ると考える。 

【アンケート結果の考察】 



２ 講演内容検討の必要性 
 生徒が身近な医薬品の使用について関心
が深かったこと、さらに知りたい内容があると
思ったことが示された。また、医薬品以外にも
薬剤師が関わる事柄にも興味を示しているこ
とが示された。 

 これらのことから、今後の講義の内容にも
検討が必要であると考える。 

３ 生徒・学生へのお薬教育の波及効果 
 講演内容について家族や友人に話すと回
答した生徒が多く、学校薬剤師による生徒・
学生へ教育が国民の医薬品の適正使用に
貢献する手立ての一つなるものと考える。 



講演時間：コマ数増加の可能性の検討 
講演内容が広い範囲のため、６０分間１コ
マでは内容が薄くならざるをえない 

講演内容：精査と整理 
薬剤師として伝えておきたいことの明確化 

 中学生が興味を示した内容の追加 

アンチドーピングや危険ドラッグなど普
段の生活に近い内容の追加の検討 

波及効果の追跡調査の必要性の検討 
家庭での受け止められ方 

【示された問題点】 


